
耐
病
性
指
数
で
よ
り
長
命
な
牛
を

Ｊ
Ｒ
Ａ
助
成
事
業
　「
乳
用
牛
生
産
性
　

　

長
命
連
産
性
の
遺
伝
改
良
研
究
事
業
」

１
位「
バ
ク
ス
タ
ー
　
デ
リ
ア
」

岡
山
県
・
妹
尾
優
佳
さ
ん
令和５年７～８月
都府県・生涯乳量

今
後
の
行
事
　
日
本
ホ
ル
協

１
位
　

妹
尾
優
佳
さ
ん

（
岡
山
県
）

２
位
　

佐
野
茂
樹
さ
ん

（
岩
手
県
）

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
と

耐
病
性
指
数
の
開
発

よ
り
効
率
的
な
選
抜
の
　

で
き
る
長
命
連
産
効
果
へ

生
産
寿
命
の
延
長

で
き
る
Ｎ
Ｔ
Ｐ
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広島県での講演風景

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
８
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
表

に
は
５
万
㌔
突
破
牛
を
示
し

た
。
今
回
は
２
頭
が
総
乳
量

（
Ｍ
）
万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
妹
尾
優
佳

さ
ん
（
岡
山
県
）
の
「
ヒ
ー

ル
ク
レ
ス
ト
　
バ
ク
ス
タ
ー

　
デ
リ
ア
」
の
検
定
回
数


回
で
検
定
日
数
３
６
７
０

日
、
Ｍ

万
９
１
７
１
㌔
、

総
乳
脂
量
（
Ｆ
）
４
８
８
１

㌔
、
平
均
乳
脂
率
（
Ｆ
％
）

３
・
５
％
、
総
乳
蛋
白
質
量

（
Ｐ
）
４
４
２
６
㌔
で
あ
っ

た
。
こ
の
成
績
は
岡
山
県
内

歴
代
１
位
、
乳
脂
量
で
は
歴

代
３
位
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。
本
牛
は
北
海
道
札
幌
市

の
横
田
牧
場
か
ら
母
牛
の
代

に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

歳


産
と
繁
殖
性
や
長
命
性
に

優
れ
る
と
と
も
に
、
６
Ｅ
を

獲
得
し
て
お
り
、
体
型
面
で

も
優
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

６
Ｅ
は
全
国
で

頭
ほ
ど
し

か
い
な
い
。

　
２
位
は
佐
野
茂
樹
さ
ん

（
岩
手
県
）
の
「
プ
ロ
ス
ペ

リ
ー
　
ア
ド
ベ
ン
ト
　
ラ
ツ

キ
ー
　
ゴ
ー
ル
ド
」
の
検
定

回
数
７
回
で
検
定
日
数
２
５

６
６
日
、
Ｍ

万
８
２
３
５

㌔
、
Ｆ
４
３
３
２
㌔
、
Ｆ
％

４
・
０
％
、Ｐ
４
０
０
９
㌔
。

こ
れ
は
県
内
で
乳
脂
量

位

と
な
る
。
本
牛
は
３
世
代
前

に
同
県
葛
巻
町
の
藤
岡
牧
場

か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。
体

型
面
で
優
れ
て
お
り
、
３
代

揃
っ
て
決
定
得
点

点
以
上

で
あ
る
ほ
か
、
母
牛
の
「
ダ

ー
ハ
ム
」
は
第

回
全
共
で

１
等
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
１
位
妹
尾
優
佳
さ

ん
を
は
じ
め
、
佐
野
茂
樹
さ

ん
（
岩
手
県
）、
佐
野
栄
さ

ん
（
岩
手
県
）、
松
島
太
一

さ
ん
（
熊
本
県
）、
山
崎
敏

さ
ん
（
岩
手
県
）、
小
林
篤

史
さ
ん
（
栃
木
県
）、
中
村

優
さ
ん
（
岩
手
県
）、
畠
山

伸
吾
さ
ん
（
秋
田
県
）、
佐

藤
範
之
さ
ん
（
茨
城
県
）、

千
葉
準
一
さ
ん
（
青
森
県
）

所
有
牛
は

点
以
上
を
獲
得

し
て
お
り
、
体
型
に
お
い
て

も
優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い

る
。

◇
中
間
監
査
会

　

月

日
、
日
ホ
会
議
室

◇
第
３
２
０
回
理
事
会

　

月

日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京

駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー◇
令
和
５
年
度
社
員
会
議

◎
東
日
本
地
区
、
令
和
６
年

２
月
９
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

◎
西
日
本
地
区
、
令
和
６
年

２
月
２
日
、
福
岡
朝
日
ビ
ル

◇
令
和
５
年
度
冬
期
登
録
事

務
担
当
者
会
議

　
令
和
６
年
１
月
下
旬
～
２

月
上
旬
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
令
和
２

年
度
～
４
年
度
に
か
け
て
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
助
成
を
受
け
て

「
乳
用
牛
生
産
性
長
命
連
産

性
の
遺
伝
改
良
研
究
事
業
」

を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
、

事
業
の
概
要
な
ど
を
お
伝
え

し
た
い
。

　
酪
農
現
場
で
は
経
済
的
損

失
が
大
き
い
疾
病
が
多
く
、

一
度
罹
患
す
る
と
生
乳
生
産

だ
け
で
は
な
く
、
治
癒
で
き

ず
に
淘
汰
さ
れ
る
な
ど
生
産

寿
命
の
短
縮
に
影
響
を
及
ぼ

す
が
、
日
本
で
は
耐
病
性
に

関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
後

継
牛
不
足
を
補
い
搾
乳
牛
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

泌
乳
能
力
や
体
型
の
改
良
だ

け
で
な
く
、
繁
殖
性
や
耐
病

性
の
よ
う
な
形
質
の
遺
伝
的

改
良
を
通
じ
て
、
長
命
連
産

性
を
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
本
事
業
で
は
北
海
道

・
福
島
県
・
千
葉
県
・
鳥
取

県
・
熊
本
県
の
各
農
業
共
済

組
合
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
疾

病
デ
ー
タ
や
疾
病
デ
ー
タ
を

も
つ
個
体
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
か

ら
耐
病
性
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評

価
法
と
耐
病
性
の
選
抜
指
数

で
あ
る
耐
病
性
指
数
を
研
究

開
発
し
た
。
ま
た
、
酪
農
経

営
に
直
結
す
る
泌
乳
能
力
に

加
え
、
生
産
寿
命
に
影
響
す

る
体
型
形
質
、
繁
殖
性
お
よ

び
耐
病
性
を
考
慮
し
た
改
良

を
推
進
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ

並
び
に
長
命
連
産
効
果
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
っ
た
。

　
主
に
形
質
と
し
て
分
析
対

象
と
な
っ
た
疾
病
は
第
四
胃

変
位
、
子
宮
内
膜
炎
、
乳
房

炎
、
乳
熱
、
胎
盤
停
滞
、
産

褥
熱
、
ケ
ト
ー
シ
ス
、
肢
蹄

病
の
８
つ
。
こ
れ
ら
の
疾
病

す
べ
て
、
生
存
率
の
低
下
を

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
研
究
対
象
と
な
っ
た
。

　
開
発
さ
れ
た
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
法
で
は
、
ど
の
疾
病
も

遺
伝
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
用
い
る
こ
と

で
信
頼
度
が
向
上
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
耐
病
性
指
数

の
開
発
で
は
、
生
産
寿
命
は

直
接
選
抜
が
難
し
く
、
遺
伝

相
関
が
高
い
形
質
を
改
良
す

る
間
接
選
抜
を
行
う
こ
と
か

ら
、
生
産
寿
命
と
の
関
連
性

が
高
い
疾
病
形
質
順
に
指
数

内
の
重
み
を
重
く
し
開
発
さ

れ
た
。

　
長
命
連
産
効
果
の
見
直
し

で
は
、
２
０
１
１
年
に
制
定

さ
れ
て
以
降
、
一
度
も
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
同
効
果
を
「
長
命
連
産
性

の
向
上
に
関
連
す
る
形
質
の

改
良
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
」、「
現
行
の
も
の
よ
り
も

乳
生
産
の
利
潤
が
期
待
で
き

る
こ
と
」
な
ど
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
耐
病
性
指
数
を
盛
り

込
む
な
ど
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
開
発
さ
れ
た
。
現
効
果
と

新
し
く
開
発
さ
れ
た
効
果
を

比
較
す
る
と
、
体
型
の
選
抜

反
応
量
は
少
な
い
が
、
乳
量

お
よ
び
乳
成
分
量
の
選
抜
反

応
量
が
新
効
果
の
方
が
よ
り

多
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
総
合
指
数
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
の

開
発
で
は
、
引
き
続
き
泌
乳

能
力
の
改
良
を
重
視
す
る
と

と
も
に
生
産
寿
命
の
延
長
が

期
待
で
き
る
形
質
の
改
良
を

継
続
的
に
推
進
す
る
よ
う
な

方
針
で
設
計
さ
れ
、
疾
病
繁

殖
成
分
内
に
耐
病
性
成
分
が

追
加
さ
れ
た
。
選
抜
反
応
量

を
見
る
と
、
泌
乳
形
質
に
お

い
て
現
指
数
と
新
指
数
で
大

き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
体
重
成
分
や

耐
病
性
成
分
に
お
い
て
は
現

効
果
で
は
大
型
化
を
促
進

し
、
耐
病
性
が
低
下
す
る
可

能
性
が
見
受
け
ら
れ
た
。
新

指
数
に
お
い
て
は
体
の
大
型

化
は
抑
え
ら
れ
、
耐
病
性
も

改
良
が
期
待
で
き
る
結
果
に

な
っ
た
。

　
長
命
連
産
効
果
お
よ
び
Ｎ

Ｔ
Ｐ
は
早
期
に
変
更
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
結
果
と
な
っ

た
が
、
現
状
で
は
耐
病
性
指

数
に
つ
い
て
の
検
証
が
不
十

分
な
た
め
、
耐
病
性
成
分
な

し
で
十
分
な
改
良
が
見
込
め

る
指
数
も
併
せ
て
開
発
さ
れ

た
。

　
今
回
開
発
さ
れ
た
耐
病
性

指
数
は
８
種
類
の
疾
病
に
対

し
、
効
率
よ
く
潜
在
的
抵
抗

性
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
よ
り
速
い
実
用
化

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
実
用
化
に
は
ル
ー
チ

ン
的
に
一
連
の
作
業
が
連
続

し
て
可
能
な
疾
病
形
質
の
遺

伝
評
価
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
開
発
作
業
の
円

滑
か
つ
早
急
な
進
展
が
課
題

と
し
て
残
る
結
果
と
な
っ

た
。
な
お
、
本
事
業
内
で
同

時
に
開
発
さ
れ
た
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
情
報
利
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
は
８
月

に
運
用
を
開
始
し
た
。
詳
細

は
本
紙
の
４
面
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。


